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心や体をむしばむ「孤独感」！ 理事長　涌　井　昭　夫　

　街のあちこちで「ウォーキング」にい
そしむ高齢者を見かけます。
　「適度の運動は健康維持に不可欠」とい
うことは理解できますが、「運動していれば
いい」というよりも、むしろ一番大切なこ

とは「人とかかわること」ではないかと強く感じています。
　ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）や内閣府の調査におい
て、「世界で最も社会的に孤独」とされたのは、「日本の中
高年男性」という結果でした。
　同居家族以外の頼れる人として「友人」や「近所の人」
を選択した割合が一番低く、家族を含めて「身近に頼れる
人が誰もいない」と回答した人は、なんと「中高年男性の
６人に１人」という寂しい数値でした。
　教育に情熱を打ち込み、教育一筋に生きてきた生活は誇
りに思える生き方ですが、退職後はその教職員生活と同じ

位の40年近い第二の人生が待っています。
　財団主催「退職を祝う会」や「継続団員連絡会」におい
て、私は「新しい人との出会いが自分の可能性を広げる」
という挨拶をしてきました。
　現職時代は定期的に様々な人との出会いがあります。退
職した後は、新たな人との関わりをどれだけ構築できるか
で「孤独感」は解消できると感じています。
　地域のコミュニティ、趣味やボランティアのサークル
も、新しい出会いが大いに期待できると思います。
　私は秋田犬を飼い始めたことで、見知らぬ人と触れあう
機会が圧倒的に増えました。愛犬様々です。

　新しい年が始まりました。本年も皆様にとって、心身と
もに健やかな一年でありますことを、心からご祈念申し上
げ、年頭のご挨拶といたします。

厚生財団
TOPICS
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「新潟県民のための教育・文化活動」助成事業

　厚生財団では、県内教育の充実発展に寄与する団体及びサークル活動、地域住民や子ども
たちが参加する伝統文化の継承活動などに助成を行っています。今年度の助成額は以下の
とおりです。

※ 新潟県民のための教育・文化活動助成事業は、一般財団法人移行に伴う認定等に関する法律により公益目的支出
計画として実施しています。

１．団体助成 ……………………………………………… 34団体 995万円
２．事業助成
 ①普通事業助成
 　ア． 財団が後援又は財団支部が主催・共催・後援する事業 …  9事業 84万円
 　イ． 伝統文化芸術・サークル活動等 …………… 90団体 432万円
 　ウ． 研究指定校・研究物発刊団体等 ……………  8団体  56万円
 ②特別事業助成 ……………………………………… 14事業 500万円
３．県民運動への助成
 深めよう　絆　にいがた県民会議
 平成30年度「いじめ見逃しゼロ県民運動」 …………………… 80万円

平成
30年度

総額　2,147万円　（平成30年12月末現在）

　昨年９月に、県内４地区で「平成30年度継続
団員連絡会」を開催しました。
　理事長のあいさつでは、平成29年度の決算概
況のほか、貸付事業や新潟県民のための教育・文
化活動助成事業など、財団の事業についての説明
を行いました。
　今年度は例年と同じく約３割の継続団員からご参
加いただきました。来年度も皆様お誘い合わせの
うえ是非ご参加ください。

開催日／会場／参加者数
上越地区 ９月 4日／ホ テ ル ハ イ マ ー ト ／152名
中越地区 ９月11日／ホテルニューオータニ長岡 ／381名
下越地区 ９月20日／ANAクラウンプラザホテル新潟 ／562名
佐渡地区 ９月26日／八　　　　幡　　　　館 ／  49名

合　計　　１,144名

ご参加いただきました皆様に
感謝申し上げます。継続団員連絡会開催報告
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給料月額と積立月額報告のお願い
　現職団員の皆様には毎年、給料改訂の実施時期に合わせて１月の給料月額と３月からの積立月
額をご報告いただいております。各所属に送付しました「積立金明細書」にて報告手続きをお願
いいたします。（休職等で積立金の払い込みを中止している団員は対象外です）

報告方法
２月５日(火)までに積立金明細書を所属の厚生財団係様に提出

　　　給料月額や積立月額に変更がない場合も報告手続きが必要です。
　　　年度末に退職予定の団員、産休や休職(有給)中の団員は未記入のままご提出ください。

■１月の給料月額（教職調整額・調整額含む）
　・給与明細の「報酬・給料・賃金」を参照してください。諸手当等は含みません。
　・100円単位で記入してください。（100円未満切り上げ）

■３月からの積立月額
　・１月の給料月額をもとに算出する「規定額」以上になるように決定してください。
　・規定額は、案内文書の「規定額早見表」にてご確認ください。
　　　［計算式］　給料月額（教職調整額・調整額含む）× 1/100（100円未満切り上げ）＋ 800円
　・ 100円単位で増額や減額ができます。規定額を下回っていたときは、規定額と同額の積立月額
へ変更させていただきます。

　これまで新潟県歴史シリーズを数年間連載してまいりました。ここ３年間は前新潟市立浜浦小学校長・後藤
一雄様から『資料による越佐女性の歩み』と題して、膨大な歴史的資料の中から、新潟県の女性の有り様に
ついて執筆いただきました。最終回の本誌では、良寛と貞心尼の関係にも触れられております。本当に９回に
わたりありがとうございました。
　さて、次のシリーズは歴史から少し離れ、自然科学の分野に目を向けてみたいと思います。そこで、今回は
自然とこどもたちとの関わりを大切にした活動を展開している十日町市松之山にある『森の学校・キョロロ』
の館長・村山曉（さとる）様に原稿執筆を依頼いたしました。村山様は、大学を卒業のち理科教師として教壇
に立ち、最後は上越市立直江津小学校長で退職されました。その後、立ち上げにも参加されたキョロロの館
長として、現在、指導に当たっておられます。 次回のシリーズでは、キョロロの活動の様子や珍しい動植物の
紹介があります。どうぞ、新しいシリーズをお楽しみにしていただければ幸いです。
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年度末退職（定年・勧奨・普通）に伴う退団手続き
　年度末に退職される団員の皆様は、現職団員を退団する手続きが必要となります。今まで積み立てられた
大切な積立金をお返しするための請求ですので、下記の書類を期日までにご提出ください。

提　出　書　類 「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）」及び、
「健康保険証（写し）または運転免許証（写し）」

提　出　期　限 平成31年３月25日（月）まで
払戻金の送金日 平成31年４月26日（金）　払戻金額の通知書は４月中旬にお届けします

手続き書類とご案内の送付
　１月初旬に各所属所へ１部ずつ送付いたしましたので、事務担当者様へお問い合わせください。また、団
員マイページの「Ｗｅｂ申請書」にて書類を作成することができます。

Ⅰ．再任用職員について
　退職に伴い「再任用職員」となられる方は、期限付きの任用となるため現職団員として続けることは
できません。上記の書類を提出してください。加入資格を満たす方は「継続団員制度」に申し込むこと
ができます。
　また、現在「再任用職員」としてお勤めの方が年度末に退職される場合は、すでに現職団員を退団さ
れていますので手続き不要です。

Ⅱ．厚生資金積立金の清算等
　該当者は３月末の積立金残高から、【①保険料・教職員年金の掛金（４月分）　②返済中の貸付金残金
③継続団員積立金（200万円～）】を差し引きます。不足が生じた場合は、４月に送付する振込用紙に
て一括で払い込みいただきます。なお、現職時に利用した貸付金の残金は、継続団員に入団の申し込み
をした場合でも全額清算します。
　団員マイページの「払込残高明細書」で当月の積立金残高及び、過去２ヶ年度分の払込履歴を閲覧・
印刷することができます。

継続団員制度　退職後も継続団員として厚生財団に入団することができます

加入資格 ①在団期間が25年以上　②入団時に規定額以上の積み立てを行う　③退職後も新潟県内に
在住する（現職時に隣接県から通勤勤務をしていた場合も可）
積 立 金 ・入団時に200万円以上 毎月の積み立てはなく、一部払い出しはできません（退団時には全
額を払い戻します）
加入期限 ・満80歳に達した年度末まで　途中退団はいつでも可

生命保険・教職員年金の取り扱い
　継続団員に加入されない場合、三井生命普通保険は個人扱いとなり、教職員年金制度は今までに積み立てた掛金
をお受取りいただきます。詳細は三井生命から連絡があります。

特別厚生費「永年団員祝金」
　現職時の在団年数に応じて、６月末日に払戻金受取口座へ送金します。（平成９年度以降に入団された団員は現職
時に贈与済）

退職を祝う会への招待
　平成30年度末に退職される在団期間25年以上の団員を、退職を祝う会へご招待します。５月中旬に案内を送付し
ますので、ぜひご参加ください。　　開催時期／平成31年６月

継続団員制度　退職後も継続団員として厚生財団に入団することができます
継続団員の
厚生事業

普通厚生費・特別厚生費の贈与／人間ドックの受診料補助（条件あり）／
生活資金の貸付（積立金額内）…など　　詳細は “継続団員のしおり” をご覧ください。

加入資格 ①在団期間が25年以上　②入団時に規定額以上の積み立てを行う
③退職後も新潟県内に在住する（現職時に隣接県から通勤勤務をしていた場合も可）

積 立 金 ・入団時に200万円以上　 毎月の積み立てはなく、一部払い出しはできません　　（退団時に全額を払い戻します）

加入期限 ・満80歳に達した年度末まで　途中退団はいつでも可
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■各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団員厚生財団員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

2019年版 教職員手帳のお届け

住所が変わったときは変更手続きを

□ 請求漏れにご注意ください

・就学祝金（平成28年度就学のお子様分）
・人間ドック等受診料補助（今年度受診分）

□  休職期間に入るときや期間を延長
したときの手続き

年度末の事務処理について
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な
っ
た
際
、
母
か
ら
息
子

へ
の
手
紙
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
近
現
代
の
新
潟
女
性
に
関
す
る
す
ば
ら
し
い

労
作
を
紹
介
し
て
擱
筆
し
た
い
。

　

女
性
史
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
御
一
読
を
お

す
す
め
し
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
愛 

│ 

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
か
え
て 

│

後 

藤 

一 

雄
（
前
新
潟
市
立
浜
浦
小
学
校
長
）

 

資
料
に
よ
る
越
佐
女
性
の
歩
み 

新潟県歴史
シリーズ

(

手
紙
表)

「
大
橋
一
蔵
殿

　
母
よ
り
」


